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【共生
きょうせい

社会
しゃかい

に向
む

けてできること】      スタッフ Ｋ・Ｏ 

私
わたし

が日本
にほん

にいる外国人
がいこくじん

について関心
かんしん

を持
も

つようになったのは、大学
だいがく

のソフォモアゼミで外国人
がいこくじん

労働者
ろうどうしゃ

や技能
ぎのう

実習
じっしゅう

制度
せいど

について学
まな

んだことがきっかけだった。それまで彼
かれ

らの生活
せいかつ

や労働
ろうどう

環境
かんきょう

について深
ふか

く

考
かんが

えたことはなかった。ゼミでは特
とく

に技能
ぎのう

実習生
じっしゅうせい

の問題
もんだい

を扱
あつか

い、その現状
げんじょう

を詳しく
くわ

学
まな

んだ。 

技能
ぎのう

実習
じっしゅう

制度
せいど

は、本来
ほんらい

「日本
にほん

で学
まな

んだ技術
ぎじゅつ

を母国
ぼこく

で技術
ぎじゅつ

移転
いてん

をする」という目的
もくてき

で運用
うんよう

されるもので

ある。しかし、実際
じっさい

にはその理念
りねん

とかけ離
はな

れた形
かたち

で運用
うんよう

されている事例
じれい

が多
おお

くある。先進国
せんしんこく

である日本
にほん

が

このような制度
せいど

を運用
うんよう

していることに驚
おどろ

き、外国人
がいこくじん

労働者
ろうどうしゃ

の問題
もんだい

に対
たい

する意識
いしき

が高
たか

まった。 

また、３年
ねん

次
じ

のフィールドワークで群馬県
ぐんまけん

大泉町
おおいずみまち

を訪問
ほうもん

し外国
がいこく

にルーツを持
も

つ子
こ

どもたちの教育
きょういく

の

問題
もんだい

や地域
ちいき

社会
しゃかい

との関係
かんけい

について学
まな

んだ。言語
げんご

の壁
かべ

や文化
ぶんか

の違
ちが

いにより学校
がっこう

に馴染
な じ

めない子
こ

どもたちや、

進学
しんがく

の機会
きかい

が限
かぎ

られている現状
げんじょう

を目の当
ま  あ

たりにし、日本
にほん

社会
しゃかい

の課題
かだい

を実感
じっかん

した。 

日本
にほん

は少子
しょうし

高齢
こうれい

社会
しゃかい

を迎
むか

え、外国人
がいこくじん

との共生
きょうせい

が重要
じゅうよう

になっている。一方
いっぽう

で、地域
ちいき

住民
じゅうみん

と外国人
がいこくじん

の間
あいだ

に軋轢
あつれき

が生
しょう

じ、ヘイトスピーチや差別
さべつ

といった問題
もんだい

も発生
はっせい

している。互
たが

いに安心
あんしん

して暮
く

らせる社会
しゃかい

を

実現
じつげん

するためには、歩み寄る
あゆ   よ

努力
どりょく

が不可欠
ふ か け つ

だ。日本人
にほんじん

は外国人
がいこくじん

の文化
ぶんか

を理解
りかい

し、外国人
がいこくじん

も日本
にほん

のルールを

尊重
そんちょう

することが求
もと

められる。 

現在
げんざい

、私
わたし

は公務員
こうむいん

を目指
め ざ

して勉強
べんきょう

している。公務員
こうむいん

として働
はたら

くことができたら、外国人
がいこくじん

住民
じゅうみん

が地域
ちいき

社会
しゃかい

から取り残
と  のこ

されないまちづくりに貢献
こうけん

したい。外国人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

が理解
りかい

し合
あ

い、共生
きょうせい

できる環境
かんきょう

を

整
ととの

えることなどに取り組
と  く

みたい。ゼミやフィールドワークでの学
まな

びを生
い

かし、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に

携
たずさ

わっていきたいと考
かんが

えている。 

注
ちゅう

）ソフォモアゼミ…２年
 ねん

次
じ

に受
う

けていたゼミ名
めい
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